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Transitions of Museum Exhibition through the Examples of 

Canadian Northwest Coast First Nations and Hokkaido Ainu

         Reiko  SAITO 

Hokkaido Museum of Northern Peoples

カナダ北西海岸先住民 と北海道アイヌの事例にみる

　　　　　　　 博物館展示の変遷

　　　齋藤　玲子
北海道立北方民族博物館

    Museums which own ethnographical collections have undergone a big change for 
their exhibitions and activities since the later  twentieth century, especially after  1970's. 
Processes of collecting artifacts have been strongly challenged, and repatriation claimed 
by their original  owners. And exhibits of indigenous cultures from viewpoint of 
dominant societies have been criticized and boycotted by indigenous  peoples. Museums 
have not been played a role as only enough conservation of artifacts and explanation the 
culture in historic  contexts  . 

    Today Indigenous peoples' idea have been reflected in  museum activities, such as 
building partnerships between museums and indigenous communities, increasing of 
museums (and/or culture center) which operated by themselves in countries like Canada, 
Australia and New  Zealand. Then indigenous traditions  have been represented as living 
part of contemporary societies as though the past. 

    This paper looks at some examples of how Canadian museum exhibitions have 
been changing in relation to Northwest Coast First Nations, drawing on backgrounds 
such as social condition, indigenous activity, law, budget, and a trend of study. Beside 
this report intends to overview transition of exhibiting Ainu culture in  Japan.
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はじめに

　20世 紀の後半、特に1970年 代以降、民族文化を対象

とす る博物館は、その展示や活動において大きな変化

にさらされている。資料収集の経緯や、 ドミナ ン ト

(多数派、支配階級 にある非先住民)社 会の視点によ

る展示の問題点が指摘されるようにな り、資料返還運

動や展示批判 ・ボイコッ トな どが起 こった。博物館は

資料 を保管 し、歴史的な説明を行 うだけの場ではなく

なってきている。

　現在、カナダやオース トラリア、ニュージーラン ド

などの国々では、博物館 と先住民 との協力関係が築か

れ、先住民自身の運営による博物館(お よび文化セン

タ0等)も 増えつつあるな ど、先住民の意向が博物館

活動に大きく反映されるようになっている。そして、

先住民文化が過去のものではなく、現在も生き続けて

いるものであると表象 されるようになっている。

　 ここでは、筆者がこの数年調査を行なってきたカナ

ダの博物館 と北西海岸先住民の関係について、社会状

況、先住民運動、法、資金、学問動向などの背景 に注

目 し て そ の 変 遷 を た ど る。 ま た 、 日本 にお け る ア イ ヌ

文 化 展 示 の 変 遷 に つ い て も 、 概 観 す る 。

カ ナ ダ に お け る 先 住 民 関連 の 博 物 館

　 カ ナ ダ に は1000を 越 え る 博 物 館(お よ び類 似 ・関係

機 関)が あ る が 、 そ の うち 、 先 住 民 文 化 が展 示 の 主 た

る テ ー マ とな っ て い る館 は 多 く見積 も っ て2～3割 程

度 、 美 術 ・工 芸 品 な どを 所 蔵 し、 副 次 的 あ るい は特 別

展 等 一 時 的 に展 示 し て い る館 が 半 数 程 度 で あ ろ う と考

え られ る(齋 藤2006)。

　 日本 で も お 馴 染 み の ジ ェ ー ム ズ ・ク リフ ォ ー ドの 著

作 に 「北 西 海 岸 の4つ の ミュ ー ジ ア ム」 とい う小 論 が

あ る(Clifford　 1997)。 同 著 で は 、 ロ イ ヤ ル ・ブ リ

テ ィ ッ シ ュ ・コ ロ ン ビ ア 博 物 館(RBCM:Royal

British　 Columbia　 Museum)と ブ リテ ィ ッシ ュ ・コ ロ

ン ビア大 学 人 類 学 博 物 館(MOA　 at　UBC:Museum

of　 Anthropology　 at　 University　 of　 British

Columbia)、 ウ ミス タ文 化 セ ン タ ー(U'mista　 Culture

Centre)、 ク ワ ギ ウ ル ス 博 物 館(Kwagiulth　 Museum)
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の4館 を比較 している。この うちクワギウルス博物館

は資金難や人的理由などにより閉館中であるため、発

表者は詳しい調査を行 うことができなかった。本稿で

はこれらの館に加え、国立文明博物館(CMC:Canadian

Museum　 of　Civilization)を 、カナダの代表的かつ先駆

的な博物館 として報告する。

半世紀の動向

　まず、20世 紀後半からのこれ らの博物館の変遷を概

観 してみたい。

　 『ミュージアムの政治学　カナダの多文化主義 と国

民文化』のなかで、著者の溝上は、1967年 の連邦100

周年を記念 して開催 されたモン トリオール万博をイン

ディアン ・アー トの公的認知が行われた契0と 位置づ

けている(溝 上　2003)。 ち ょうどこの頃から1970年

代にか けての時代 は、博物館 の開館 ラッシュであっ

た。大規模館はそれ以前か ら開館 していたか、あるい

は母体が設置 されていたが、多 くの場合、この時期に

リニューアルオープンしている。

　 この時代は60年 代の英 ・仏二文化主義から70年代の

多文化主義へ と政策が方向付 けられ、民権運動も高ま

りを見せ、先住民への配慮 も次第 に拡充 していった頃

とされる。

　博物館の展示では、それまでのように先住民文化を
「過去の遺産」としてのみ扱 うのではなく、移住者 に

よる社会 ・文化への影響などの歴史や、当時係争中で

あった土地権交渉も冷静 に語 られ、現在 も進行中であ

ることが表象されるようになる。芸術 とい う切 り口に

おいては、特定の個人(ア ーティス ト)も 取 り上げら

れるようになってくる。

　 文明博物館の前身であるオ タワの国立人類博物館

(NMM:National　 Museum　 of　Man)は 、 この時

期大規模な改修を行い、74年10月 に再オープン後まも

な く翌75年 に北西海岸インディアン文化の展示ホ0ル

をオープンさせている。　　　　　　　　　 0

　 ブ リティッシュ ・コロンビア(BC)の 州都 ビク ト

リアにあるロイヤルBC博 物館 は、1886年 設立、1968

年 現在 の場 所 に移 転 、75年 に先 住民 ギ ャ ラ リー

(First　Peoples　 Gallery)が オープンした。欧米人

の到来以前 と以後の変化を軸に、生業 ・儀礼な どをバ

ランスよく紹介したもので、実物大のロングハウスや

ジオラマ、古老の語 りと連動させた仮面のコーナーな

ど、先住民(First　 Nations)の 協力なしでは実現で

きない大掛か りな展示も多い。

　 UBCの 人類学博物館 は1949年 に開館、1976年 に現

在の場所 に移転 し、 リニューアルオープンした。展示

室内には古い トーテムポ0ル な どが多数ある一方、ハ

イダ出身の国民的アーテ ィス ト、 ビル ・リー ド(Bill

Reid)を はじめ とする現代の作家の作品も置かれた。

ガ ラス張 りの展示室か らは屋外 に復元 された家屋や

トーテムポールも同時に見ることができ、現代まで続

くアー トの伝統を強調 している。

　 この頃UBCの 博物館で勤務経験 をつんだクワクワ

カワックゥ出身のグロリア ・C・ ウエブスターは、75

年故郷のアラー トベイに戻 り、その後カナダにおける

先住民展示のキーパーソンとなる。G.ウ エブスター

は10回 近 く来 日していることもあり、日本の研究者や

博物館関係者、アイヌ文化関係者 らにはよく知られた

存在である。ポ トラッチ禁止時代(1884～1950年)の

1921年 末 に父親 らが開催 したポ トラッチの祭祀具など

が、翌年政府によって没収され、各地 の博物館等に収

め られた。これらの資料返還運動を行い、オタワや ト

ロン トなど主要な博物館から同意を獲得、開催当時の

関係者が多 く集住する二つのコミュニティに博物館が

建設 され、そこに返還 されることとなった。1979年 開

館のクワギウルス博物館 と、80年 開館 のウ ミスタ文化

センタ0が それである(ウ エブスター　2003)。

　こ うしたなか、82年 の憲法改正 に向け、先住民の権

利獲得運 動は一層活発化 した。グ レンボウ博 物館

(Glenbow　 Museum)で 行なわれた特別展 「魂は う

た う(The　 Spirit　Sings:Artistic　 Traditions　 of

Canada's　 First　Peoples)」 に対する地元先住民のボ

イ コッ ト(1988年)を 受け、博物館 と先住民に関する

特別委員会(Task　 Force)が 設 けられた。その後、

カ ナ ダ博 物 館 協会(CMA:Canadian　 Museum

Association)と 先住民会議(AFN:Assembly　 of

First　 Nations)は 協同 して、先住民資料の重要性の

再認識、展示等への先住民の介入、先住民が利用する

際の便宜、資料返還、先住民の研修などを進めてきて

いる(Wilson　 1992;AFN&CMA　 1992)。

　 クワクワカワックゥのポ トラッチ ・コレクシ ョン返

還以降、国内の主要な博物館のみならず、1980年 代半

ばにはカナダ博物館協会など全国組織の場で先住民文

化コレクションの取 り扱いや、共同作業に関する議論

が盛んになって くる。例えば、カナダ博物館協会発行

の 『MUSE』 誌では87年 に 「The　Emerging　 Indian

Point　of　View」 、88年 に 「Museums　 and　the　First

Nations」 といった特集が組まれ、過去のステ レオタ

イプからの脱却や資料の所属 ・返還に関する論評や事

例報告が展開されている。

　特別展などの企画 においては、文化人類学者 と先住

民 のアーテ ィス ト(あ るいは文化保持者)を 学芸員

(curator)と して雇用す るのが、80年 代以降の北米

のスタンダ0ド ・モデル となる。先住民の学芸員は、

資料の属する(し ていた)社 会の代表 として、展示に

先住民の視点を導入した。

　 さらに0歩 進んで、 ロイヤルBC博 物館が企画 した

1999～2000年 の巡回展 「霧の中から(Out　 of　the　Mist:

Treasures　 of　the　Nuu-Cha-Nulth　 Chiefs)」 は、先

住民カウンシルと議定書を交わ し、多 くの関係者を取

り込 んだ委員会方式で行なわれた(Black　 2001a)。

この展示は、博物館学の本でもケーススタディとして

取 り上げられ(Black　 2001b)＼ またカナダ博物館協
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会のプレゼ ンテーシ ョン部門で2000年 の協会賞を受賞

するな ど、関係各方面からの注 目を浴びた。

クリフォー ドの評価　型にはめ られない現在の活動

　J・ クリフォー ドの各館の評 については省略す るが、

当該館の関係者らへのインタビューでは 「あれは副題

のとお り 『Travel　Reflections(和 訳本では"旅 の反

省的考察")』 に過ぎない」 との答えが返ってきた。ま

た、彼は70年 代に企画 された常設展のみを取 り上げて

いるが、クリフォー ドが訪れた88年 以降、い くつもの

進展がある。例えば、98年 に合意 したニシュガ協定

(Nisgaa　 Agreement)を 受け、ロイヤルBC博 物館

では資料を現地に返還すると同時に、2002年 に映像や

コンピュータを多用 して協定の内容や現在の文化を紹

介する 「ニシュガ(Nisgaa:Peoples　 of　the　Nass

River」 を常設展示室に新たに設けた。

　 クリフォー ドが 「写真をまった く展示していない」

と報告 したUBC人 類学博物館 には、近年の先住民の

様子がカラー写真で紹介 されてお り、パソコンを利用

した双方向型の解説も取 り入れ られている。2002年 か

らは リニ ューアル ・プ ロジェク トが立ち上がってお

り、調査や研究のために来館する先住民を受け入れや

す くす る施設整備や、資料情報 のデ ータベース化 ・

ネッ トワーク化 ・公開への準備 に多額 の予算がつけら

れている。プロジェク トの遂行 にあた り、3つ の先住

民団体 との間で共同研究のためのパー トナーシップが

結ばれている(2004年10月 時点)。　 　　 　 ・

　カナダのまとめ として国立文明博物館を例 に、90年

代以降の潮流 となった と考えられる展示コンセプ トと

手法 について報告 したい。

　オ タワの人類博物館は、89年 に隣接するケベック州

ハル に文明博物館 として新規オープン した。文明博物

館の1階 はグラン ドホール と呼ばれ、北西海岸先住民

の6つ の住居 を復元 し、内部に各集団に特徴的な資料

などを展示 している。文化全般を概説するようなもの

ではな く、それぞれが主張 したい事柄を重点的に取 り

上 げている。また、新 しい要素も随時加えている。こ

の展示には、企画段階か ら前述 のG.ウ エ ブスターを

はじめとする、北西海岸先住民の人び とが加わってい

た(Laforet　 1992)。

　企画か ら5年 ほどで完成 したグラン ドホールに比

べ 、イ ヌイ トや他 の先住民、 メテ ィス をも含 んだ

ファース ト ・ピープルズ ・ホールは10年 以上の歳月を

かけてようや く2003年 にオープンした。ウエブスター

氏は、展示の諮問委員会の先住民側メンバーに博物館

の経験者が少なく、広範な地域 の事情の異なる集団の

意見をま とめるのは非常に大変であり、構想に長い期

間がかかったと話 した(ウ エブスター2003;筆 者

2004イ ンタビュー)。

　展示のコンセプ トは、次の4つ の主張 「私たちは今

もここに生きている(We　 Are　Still　Here)」 「私たちは

貢献 している(We　 Contribute)」 「私たちは多様であ

る(We　 Are　Diverse)」 「私たちは大地 と古 くからの結

びつきをもっている(We　 Have　 an　 Ancient　 and

Ongoing　 Relationship　 with　the　Land)」 である。

　 4つ のうち1つ めと3つ めは 「顔の見える展示」 と

も呼べる手法が採 られている。 「私 はこんな生活 ・活

動をしている」 「私は こう考 える」と複数の人物 に語

らせ、無理 に総括 しないとい う方法は、カナダの博物

館では近年多 く見かける。そして、2つ め と4つ めは

自然 に対する先住民の知恵が現代の環境問題解決のヒ

ン トになるな どの視点で展示され、過去の文化の紹介

にとどまらず、現代的なテーマ として関心をもたれる

よう仕向けられている。

　 こうして見ていくと、北西海岸の先住民 と博物館の

関わ りは比較的明るい展望を持つ ように思える。しか

し、同じような協力関係が、他の民族 においても展開

できるかとい うと、簡単ではないだろ う。北西海岸先

住民はもともと首長制の階層社会であ り、親族のつな

が りも強 く、民族資料の所有者(権)も 非常に明確で

あった。交渉相手がはっき りしていることが、博物館

との関係の発展において重要なポイン トであった。さ

らに、その物質文化の芸術性が、博物館や美術館にお

いて人々を惹きつ け、理解 されやすい要素 となってい

る。そ して、バンクーバーや ビク トリアとい う観 光

地、首都オタワを控える地な らば、多 くの観覧者が見

込め投資効果のある博物館運営が可能だからだ。

日本におけるアイヌの展示事例

　カナダにおける博物館展示について見てきたが、複

数の先行研究があることに加え、他国の事例ゆえに客

観的に概観できた ともいえる。一方、 日本 におけるア

イヌの展示については、カナダほどの活発な議論や先

行研究はなされていない。しかし、この十数年だけで

も、アイヌの人び ととその文化を取 り巻 く状況は大き

く変化してお り、博物館展示もまた無縁ではない。

戦後のアイヌ民族 とその文化

　 日本で博物館が多く建設 されたのは、明治初期に新

しい地方制度が敷かれてか ら、100周 年 を迎 える1970

年前後である。高度経済成長 もそれを後押ししただろ

う。時代 としてはカナダと相似している。

　博物館展示の変遷 について報告する前に、20世 紀後

半以降のアイヌ文化に関連する事項 について概略を述

べ る。アイヌの権利回復運動が盛 んになったのは、

1960～70年 代で ある。 アイ ヌの最大 の団体であ る

(社)北 海道 ウタ リ協会は、戦後 まもな く1946年 に

(社)北 海道アイヌ協会 として設立されたが、61年 に

現在の名称に変更後、活動が盛んになった。当初は主

に福祉に力が入れられ、文化に目が向けられるように

なってきたのは80年 代に入る頃からである。

　 60～70年 代はまた、北海道観光ブームの時代 と重な

る。この頃、アイヌ文化は観光資源の一つであり、経
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済的に一部のアイヌの人び との生活を支えていた。70

年代後半頃から、観光地においてアイヌを見世物 とす

ることや誤解 を招 くような説明などに対す る批判や改

善の声が、内外か ら強まってきた。そのようななか、

1984年 には観光地で演 じられていた伝統的な舞踊が国

の重要無形民俗文化財に指定 され、アイヌの人びとの

間 に伝統文化の再生 ・継承 についての意識が より高

まった。87年 に北海道の助成 を受 けて開催 されるよう

になったアイヌ語教室(当 初2地 域)は 各地 に広が

り、89年 からはアイヌ民族文化祭 も始まって2005年 に

18回 を迎えた。

　1993年 の国際先住民年(lnternational　 Year　 of

the　World's　 Indigenous　 People)に は、北海道内の

みならず、東京や大阪の国立博物館においてもアイヌ

文化の展示が開催されるなど、関連事業が多数行われ

た。そ して、97年 北海道 旧土人保護法 に代わって 「ア

イヌ文化の振興並びにアイヌの伝統等 に関する知識の

普及及び啓発に関する法律」が制定 ・施行された。 こ

の法律によって(財)ア イヌ文化振興 ・研究推進機構

が設立 され、アイヌ文化 に関する 自主事業及び助成事

業が飛躍的に増加した。

アイヌに関連する展示をもつ博物館

　さて、具体的な博物館の状況や展示 について見てい

く。

　まず、北海道最大規模の博物館である北海道開拓記

念館は、1971年 に開館 した。当初は、旧石器時代から

昭和初期(戦 前)ま でをほぼ時代順に展示 していた。

20周年 を機に92年 に常設展示を改訂し、展示品の時代

も1970年 頃まで延長、映像では90年 代の様子も取 り上

げられている。アイヌ文化に関す る改訂時の要点は、

アイヌ民族の成立 と文化を時間的経過の中で客観的に

位置づけるとい うことで、伝統的 なアイヌ文化のみな

らず、江戸時代の和人 との関係や、明治の開拓期の苦

難なども紹介 されている(北 海道 開拓記念館　 1994)。

常設展では、現代の様子は映像のみの展示だが、特別

展や各種の普及行事等で、現代のアイヌ文化について

紹介する場 を設けている。

　アイヌ文化専門の博物館 として、白老町のアイヌ民

族博物館を挙 げなければな らない。白老は、明治期か

らアイヌの風俗を見ることができる地 として知 られて

いた。1965年 に現在地 に伝統的な住居や売店などが移

設され、67年 に現博物館の前身である白老民俗資料館

がオープンした。76年 に財団法人が設立され、復元住

居や資料館も引き継がれた。84年 にアイヌ民族博物館

が新築 ・開館 した。博物館内でアイヌの歴史と文化全

般を展示するほか、野外で復元住居や動物 ・植物 につ

いても紹介 している。また、踊 りや工芸などの実演も

行われ、体験的な講習会等 も多 く開催 されている。儀

礼の復興や、職員の研修 にも盛んに取 り組 んでいる。

同館は学芸員をはじめ、職員の多 くがアイヌ民族であ

る。ちなみに来館者の多いことでは国内でも有数で、

最盛期(1991年)に は年間の入場者が87万 人を数えた

が、近年は25～30万 人で推移している(ア イヌ民族博

物館　 1996)。

　次に国立民族学博物館について見てい く。同館は、

大阪万博の跡地(吹 田市)に 大学共同利用機関として

設置され、1977年 に一般公開された(2004年 から独立

行政法人)。 約70名 の研究者を抱 える大規模な研究博

物館で、世界中の民族を対象 としている。アイヌにつ

いては、東アジア展示場の一角に、伝統的な文化を中

心 としなが ら、現代の工芸な ども若干紹介 している。

93年 の国際先住民年ならびに2003年 にアイヌ文化の大

規模な特別展を行 っている。また、アイヌ文化伝承者

らの研修も受け入れてきた(Ohtsuka　 1997)。

　民族学の分野 とは異なる視点でアイヌの展示を行っ

ている博物館 についても紹介 したい。(財)大 阪人権

博物館 は、大阪府や大阪市 らの出資 による財団法人

で、1985年 に開館(当 初 の名称 は大阪人権歴史資料

館)し た。アイヌ民族については、歴史や文化のみな

らず、権利回復や文化復興の運動などに関して、出版

物や映像なども多用 して紹介 している。近年では2003

年に 「アイヌ民族の青春群像」 とい う企画展を行い、

1970年 代に権利回復や差別撤廃のために活動した若者

の様子、および現在アイヌ文化 を伝承する20～30代 の

個々の姿を紹介 した(大 阪人権博物館　2003)。1995

年 にリニューアルし、2005年 末 にも再 リニューアル ・

オープンした。

　 (財)ア イヌ文化振興 ・研究推進機構は、毎年、工

芸品を主体 とした大規模な巡回展を、上述の博物館の

ほか、道外の県立博物館等大規模館および、道内の中

規模館で開催 して きた。 このなかで注 目すべきは、

2003～04年 に行われた 「アイヌからのメッセ0ジ 」展

で、アイヌの工芸家らを中心 とした実行委員会が企画

を した ものである。同展では、資料 は新作を中心 に

し、個々人 の文化継承 にかける思いや展望について

メッセージが付 された(ア イヌ文化振興 ・研究推進機

構　2003)。

　 アイヌに関する博物館展示の紹介は、以上 とする。

まとめにかえて

　カナ ダでは、1980年 代には先住民の学芸員が展示の

企画 ・運営にあたるのがスタンダー ドとなり、1990年

代 には個々人の顔の見える展示が主流になっていた。

日本では、 ようや く最近 になってこうした取 り組みが

増えてきた。また、カナダでは、インタ0ネ ットが活

用 され、「バーチャル ・ミュージアム」 とい うウェブ

サイ トに相当の力が入れられている。 この点でも、 日

本はまだカナダに追いついていない。

　現在、 日本の博物館は観覧者数の減少 に歯止めがか

からない中、予算 ・人件費 ともに削減 され、閉館や休

館に追い込まれる館 もあり、公立館の民聞委託が進む

な ど運営的 に厳 しい状況 にある。大規模な予算で リ

ニューアルが盛んに進められるカナダの状況 とは、対

　 '!



照的である。

　 しか し近年、異文化展示の在 り方や各種 メディアに

おける民族文化表象 に関する議論は活発になってきて

いる(出 利葉　2001;飯 田　2003;竹 沢　2004;本 多

2005な ど)。 アイヌ民族 自身が企画に加わ る展示や、

アイヌ民族の学芸員も増えている。常設展示の大幅な

変更は難 しいが、特別展やイベン ト等、少ない予算の

なかで、現在のアイヌ民族と文化の状況を伝 えていく

ために知恵を絞 り、アイヌ文化伝承者 らと共同作業を

増や してい くことは可能であろ う。カナダをは じめと

する先駆的な事例を参考にしつつ、 日本型の博物館 に

おける先住民文化表象のあ り方を模索 していきたいと

思 う。

おわ りに

　本報告は、 日本学術振興会科学研究費 「カナダにお

ける先住民の メデ ィアの活用 とその社会 ・文化的影

響」(代 表者:ス チュアー ト　 ヘン リ・放送大学教授)

の成果の一部である。前半のカナダの事例 について

は、2005年5月 の日本文化人類学会での発表 を改変 し

たもので、後半のアイヌの事例 については新たに加 え

たものである。
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